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留　学
　若手総合職職員は、海外の大学院に留学し、自身の関心分野（公共政策学、法律学など）の研究を行う機会が与えられています。毎年、欧米
のロースクールなどに職員を派遣しており、留学中の職員は、高度な知識をその後の業務に活かすため、研鑽に励んでいます。

※1 令和4年４月入庁予定者数 　※2 「総合職（院卒法務）」は司法試験合格者を対象している。

国税庁総合職職員は、多様な業務を経験し、若いうちから責任ある仕事が任されます。そのため、職員一人一人に応じ、
自ら磨き上げ、成長する機会が用意されています。

　「正直者には尊敬の的、悪徳者には畏怖の的」。この言葉は国税庁の設立時に当時のＧＨＱ内国歳入課長であったハロルド
＝モス氏から贈られたものです。善良な納税者からは信頼され、一部の悪質な納税者からは恐れられるような存在であれとい
う、国税庁の今も昔も変わらない目標がこのワンフレーズに込められています。
　設立から70年が経った今でも、56,000人の国税庁の仲間たちはこの言葉を胸に刻み、日々困難な課題に挑戦し続けてい
ます。このパンフレットは、熱い思いを胸に秘めた「税」のプロフェッショナルたちからの、日本の将来を担う皆さんへ向けた
メッセージです。

 　就職という、人生の大きな選択に臨む皆さんに、私たちの思いが少しでも伝わればと願っています。　

　「税」は経済・社会の移り変わりを写す鏡です。ICT化・グローバル化が進む現代において、税務行政を取り巻く環境は日々
変化し続けています。国税庁は、国内外・多様な分野に広がるフィールドで、56,000人の仲間とともに成長を実感し続けるこ
とのできる最高のステージであることを約束します。
　国税庁の使命感・正義感に共感し、「この国を支える」という気概・情熱をもった皆さんとともに働けることを心待ちにしてい
ます。

採用担当一同

採用担当者からのメッセージ

学生時代に税法や会計などを勉強
したことがなくても採用されるので
しょうか。

採用されやすい試験区分はあります
か。また、試験区分によって入庁後の
キャリアパスに違いはありますか。

総合職・専門官採用の仕事の違いに
ついて教えてください。

国税庁ではどのような人材が求め
られているのですか。

国税庁総合職職員のバックグラウンドは多彩です。出身学部
を見ても法学部や経済学部だけではなく、文学部、教育学部の
他に、理学部や工学部など、理系の出身者まで活躍していま
す。入庁後、仕事をする上で必要な専門知識は、日々の業務を
通じて習得していくことができるほか、各種研修や留学の機会
も準備されているので、心配ありません。

　総合職は、はじめは、東京の国税庁本庁に配属されます。税
務署、国税局の現場も経験しながら、税務行政の企画立案や
国税組織のマネジメントの中核を担っていきます。一方で、国
税専門官は、各国税局（東京、大阪など）で採用され、通常、管
内の税務署や国税局で勤務し、個人課税・法人課税などの専
門分野の業務に従事します。署や局で勤務経験を積んだ後、
国税庁本庁においても働く機会があります。

　近年、税務行政を取り巻く環境が大きく変化している中、複
雑･多様化する行政ニーズや経済・社会情勢の変化に対して、
前例や　現状にとらわれず柔軟な発想で対応することが求め
られています。採用に際しては、新たな課題に直面しても全力
で立ち向かうことができ、日々の仕事やそれ以外の様々な経
験を通じて自らを成長させていく意欲がある方に、ぜひ入庁し
てもらいたいと考えています。

　採用の優劣や違いは全くありません。国税庁の事務系総合
職は、総合職試験の全区分（理系区分でもOK）を対象に採用
を行っています。入庁後も、試験区分によってキャリアパスが
限定されることはなく、本人の希望と能力などに応じて経験を
積んでいくことになります。
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男性

女性

総合職(大卒法律)

総合職(大卒経済)

総合職(大卒政治・国際)

総合職（大卒工学）

総合職（大卒教養）

総合職(院卒行政)

総合職(院卒化学・生物・薬学)

総合職(院卒法務) 

性別
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R04（予定）※1

※2

専門研修
税務大学校での税務研修
　係長として勤務するまでに、税務大学校において、数ヶ月単位で税法・簿記会計などを学ぶ機会が設けられています。

　高等税法研修
　税務署勤務に備え、税法の知識や申告書の書き方などを習得します。
　税務理論研修
　税務やマネジメントなどの高度な内容を学び、その後の企画・立案業務に向けた準備を行います。

実務研修
　初任行政研修
　入庁１年目に各府省共通の合同研修へ参加し、行政官としての基本的素養や心構えを習得します。
　総合職実務研修
　入庁３年目に、税務の現場経験で得た気付きを議論するとともに、国税庁の課題や税制改正に関する動向を学びます。
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